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　遺伝診療部は2016年５月より、当院の中央診療部の一部門として開設されました。開設の理由は、近年
の急速なゲノム研究の進歩に伴い遺伝子解析が可能な疾患と病気になるリスクや薬剤の副作用を予想するこ
とが可能になり、これらの遺伝情報は本人のみならず血縁者も共有している情報であるため、結果を取り扱
う場合には遺伝学的知識をもった専門医が、診療科を超えて横断的に対応する必要となったからでした。加
えて、臨床遺伝専門医育成機関の研修施設になるためには、独立した診療部門が必要でした。当院は遺伝診
療部開設に続いて、臨床遺伝専門医の認定研修施設に登録されています。

部　門　紹　介

宮城県立第一女子高等学校卒業
平成 9 年 福島県立医科大学卒業
平成14年 福島県立医科大学大学院修了
臨床専門分野
１）周産期・新生児
研究分野　
１）新生児各種疾患におけるステロイド
　　反応性に関する研究

講師　佐藤　真紀

部長（病院教授）

渡邉　尚文

福島県立福島高等学校卒業
平成 8 年 福島県立医科大学卒業
臨床専門分野
１）婦人科腫瘍学
２）遺伝カウンセリング
研究分野　
１）婦人科腫瘍学

副部長（准教授）

門馬　智之

福島県立福島高等学校卒業
平成12年 佐賀医科大学卒業
臨床専門分野
１）腫瘍外科（内視鏡外科）
２）遺伝性腫瘍
研究分野　
１）腫瘍学

仙台市立仙台高等学校卒業
平成17年 東北大学医療技術短期大学部卒業
平成21年 東北福祉大学卒業
平成23年 信州大学大学院医学研究科修了

認定遺伝カウンセラー
臨床専門分野
１）遺伝カウンセリング
研究分野
１）家族性腫瘍
趣味：子育て助手　赤間　孝典

福島県立福島高等学校卒業
平成13年 福島県立医科大学卒業
臨床専門分野
１）新生児
研究分野　
１）新生児慢性肺疾患
２）マイクロRNA

講師　郷　　勇人

遺伝診療部

業務内容、メッセージ等

 1 ．診療内容
出生前診断をメインに、染色体異常、先天異常、遺伝性
腫瘍、神経・筋疾患、骨系等、循環器、代謝など、あら
ゆる疾患の遺伝カウンセリングに対応します。2019年は
新患が176件、再診は169件であり、合計345例の遺伝カ
ウンセリングを行いました。

 2 ．診療体制
遺伝カウンセリングを担当するスタッフは、臨床遺伝専
門医を持つ常勤医 4 名と非常勤 2 名、認定遺伝カウンセ
ラーが常勤と非常勤各 1 名、遺伝性腫瘍コーディネータ
ーが 1 名、新型出生前診断を担当している非専門医の産
婦人科医 3 名で主に診療をしています。紹介は、院内外
共に完全予約制です。

 3 ．臨床遺伝専門医の育成
当院は臨床遺伝専門医の研修施設になっています。現
在、院内外に十数名の先生が登録し研修しています。臨
床遺伝専門医を目指す修練医は、各診療科の専門医取得
後に開始となります。遺伝カウンセリングへの陪席、定
期的な症例検討会やセミナーで開催されるロールプレイ
への参加などで研修しています。

 4 ．最後に
遺伝学的検査は、以前は 1 つの遺伝子を検査するだけで
時間と費用を必要とし、かつ研究ベースでされていまし
た。しかし現在は、パネル検査に代表されるように多数
の遺伝子を網羅的・短時間・低価格、かつコマーシャル
ベースで提供されており、身近な検査となってきまし
た。さらに癌の治療法を決定するコンパニオン診断とし
て保険収載されるようになり、今後は益々遺伝カウンセ
リングの必要性は重要となってくるでしょう。興味のあ
る方は、研修や実習の間に是非とも遺伝診療部を覗いて
みて下さい。
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